
農
林
水
産
物
の

販
路
拡
大
の
取
り
組
み

　
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
と
は
、
チ
ー
ム

歓
迎
式
典
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
配
置
さ

れ
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
る
選
手
村
の
代
表
的
な

施
設
で
す
。（
上
イ
メ
ー
ジ
図
）

　
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
必
要

な
木
材
を
全
国
の
地
方
自
治
体
か
ら

募
集
す
る
東
京
2
0
2
0
大
会
の
関

連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
の
木
材
活

用
リ
レ
ー
」
が
立
ち
上
が
り
、
本
県

も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、全
国
63
の
自
治
体
と
共

に
取
り
組
み
を
進
め
、東
京
2
0
2
0

　
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
へ
提
供
す
る

の
は
、Ｃ
Ｌ
Ｔ（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
ー

テ
ィ
ッ
ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
）と
い
う

木
材
。Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は
、強
度
を
強
く
す

る
た
め
ス
ギ
な
ど
の
木
の
繊
維
方
向

が
直
角
に
交
わ
る
よ
う
に
板
材
を
重

ね
て
接
着
し
た
大
判
パ
ネ
ル
で
す
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
に
比
べ
て

軽
く
、強
度
や
断
熱
性
に
優
れ
て
い

る
ほ
か
、柱
を
使
用
し
な
く
て
も
パ

ネ
ル
を
組
む
よ
う
に
建
築
で
き
る

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、欧
米
を
中

心
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業
施
設
な

ど
の
壁
や
床
の
材
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、日
本
で
も
中
高
層
建
築
物

な
ど
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る

本
県
で
も
木
材
需
要
の
創
出
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
な
気
候
、豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
、世
界
に
誇
る
農
林
水
産

物
が
豊
富
に
あ
る
鹿
児
島
県
。近
年
、こ
れ
ら
の
輸
出
額
は
大
き
く

伸
び
て
お
り
、新
た
な
市
場
の
開
拓
に
向
け
て
、県
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、開
催
が
迫
る
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
以
下
東
京

2
0
2
0
大
会
）を
契
機
と
し
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
京
2
0
2
0
大
会
の
選
手
村
に
建
設
さ
れ
る

『
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
』に
鹿
児
島
県
産
の
木
材
を
提
供

提
供
す
る
木
材
、

「
C
L
T（
直
交
集
成
板
）」の
特
徴

特集

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
県
産
材
の
情
報
を
国

内
外
に
発
信
し
、
販
路
拡
大
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
提
供
し
た
木
材
は
、

大
会
終
了
後
に
返
却
さ
れ
、
県

内
の
体
育
施
設
の
ベ
ン
チ
な
ど
、

大
会
の
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）と
し

て
広
く
県
民
の
皆
さ
ま
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

平成29年10月24日、虎ノ門オフィスで「日
本の木材活用リレー」参加自治体への感謝
状贈呈式が開催され、本県にも公益財団法
人東京オリンピック・パラリンピック競技
大会組織委員会森喜朗会長から感謝状や
記念のエンブレム盾が贈呈されました。

感謝状贈呈式

Photo by Tokyo 2020 ／ Shugo TAKEMI

CLTの特徴

ＣＬＴパネル
工法で建てられた

県内初の
木造３階建て
アパート
（姶良市）

外観内観

コンクリートより

軽く
断熱性が高い

コンクリートより

短期間の
施工が可能

ビレッジプラザ内観イメージ図
©Tokyo2020　注釈：2018年10月時点のイメージ図であり、今後変更の可能性があります。

2
0
2
0
年
を
目
指
し
て

木材
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鹿児島フェアで食の魅力をPR
する様子（都内ホテル）

2020大会のスポンサー企業と連携して県産食材をPRする様子（東京2020全国キャラバンIN鹿児島）

農林水産物の販路拡大の取組み ～ 2020 年を目指して～

かごしま黒豚は日本を代表するブランド豚肉で、本県の
食の代表格。さつまいもなどの飼料を与えた肉はアミノ
酸、ビタミンＥともに豊富で、「白身」と呼ばれる脂はしっ
とりとした甘さがあります。

本県の黒毛和牛の飼養頭数は国内シェア約20％で全国第
1位。2017年の第11回全国和牛能力共進会で「和牛日本
一」に輝きました。霜降り肉は口の中でとろけるようにや
わらかく、上品な味わいが魅力です。

鹿屋市へ合宿に訪れた
タイの女子バレーボー
ルチームとの交流では、
地元高校生がクラブ活
動でＫ－ＧＡＰ認証の
かぼちゃとお茶を使っ
たスイーツを考案し、選
手の歓迎レセプション
でふるまったところ、
「甘くておいしい」と大
好評でした。

国内の自治体と、東京2020大会に参加する国・地域の方などが、スポーツや
文化などを通じて交流し、地域の活性化に生かしていくものです。

　東京スカイツリーで開
催されたホストタウンの
イベントで、三島村の中学
生がジャンベの演奏を行
い、ギニアとの文化交流な
どを紹介しました。参加し
た中学生は「たくさんの声
援をいただいてうれし
かった」「鹿児島のＰＲを
もっと頑張りたい」と意欲
を見せていました。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
が
開
催
さ
れ

る
2
0
2
0
年
に
は
、国
内
に
限
ら

ず
、海
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
生
か
し
て
、「
か
ご

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」を
は
じ
め
と
す
る

安
心
・
安
全
な
県
産
食
材
の
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、首
都
圏
ホ
テ

ル
や
飲
食
店
、東
京
2
0
2
0
大
会

の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
な
ど
に
対
し
、

県
産
食
材
の
品
質
の
良
さ
や
調
達

方
法
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
賛
同

す
る
ホ
テ
ル
事
業
者
と
連
携
し
た

「
鹿
児
島
フ
ェ
ア
」な
ど
も
開
催
し
、

県
産
食
材
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
生
産
者
自
ら
が
農
業
生
産
の
工
程

を
管
理
す
る
手
法（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）な
ど
の

認
証
取
得
は
、東
京
2
0
2
0
大
会

へ
の
食
材
調
達
の
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
同
大
会
へ
の
食
材
供
給
と
更
な

る
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
、G
A
P

な
ど
の
認
証
取
得
を
促
進
し
よ
う

と
、生
産
者
や
指
導
者
、流
通
関
係

者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、選
手
村
へ
料
理
を
提
供
す
る

事
業
者
に
対
し
、Kｰ

G
A
P
に
認

証
さ
れ
た
食
材
な
ど
を
積
極
的
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
ホ
テ
ル
や

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
な
ど
へ

県
産
食
材
の
品
質
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

G
A
P（
生
産
工
程
管
理
）

認
証
な
ど
の
取
得
を

拡
大
し
、安
心
・
安
全
な

食
材
の
信
頼
を
確
保

東京2020大会への食材提供を目
指した県の取り組みを一緒に盛
り上げていただける企業などを
募集しています。

かごしま黒豚鹿児島黒牛

養殖ブリの生産量は全国第1位。温暖な海域で生育に適
した環境から、他県産より成長が早いのが特徴です。本
県水産物の輸出の9割はブリが占めており、北米を中心
に輸出されています。

荒茶の生産量は全国第2位。温暖な気候を生かし、さまざ
まな品種のお茶が栽培されています。南国特有のさわやか
な香りとコクのある味が特徴で、その品質は全国でもトッ
プレベルです。

ブリかごしま茶

食文化発信／鹿屋市文化交流／三島村

特集

2020年に向けて、県産食材の魅力を国内外へ発信

サポート会員
募 集

ホストタウン活動

国と連携したこんな取り組みも
行われています

県産農林水産物などを
生産、流通、販売している

事業者など

募集対象者

オール鹿児島で取り組もう

■ 県庁農政課　☎099ー286ー3093■ 県庁かごしま材振興課　☎099ー286ー3366

安心・安全の基準に沿った、生産者の取り組みを第3者
機関が認証する制度であり、東京2020大会の農産物の食
材調達の要件を満たしています。また、都道府県GAPに
取り組む生産者数では全国一位となっています。

かごしまの農林水産物認証制度「K-GAP」
▶ K-GAPとは？

▶ホストタウン活動とは？

安心
安全の
証し

詳細は県の
ホームページを
ご覧ください

問い合わせ先

世界に誇る鹿児島の食材

ギ
ャ
ッ
プ

ギ
ャ
ッ
プ

ギ
ャ
ッ
プ

ケ
イ

食材
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